
調査計画

１ 調査の名称

国際航空旅客動態調査（日本人旅客用） 

２ 調査の目的

本調査は、国際航空旅客の個人属性・国内流動・国際流動・アクセス交通機関及び空港選択

理由等を把握し、国際航空旅客の総合的な動態を捉え、国際航空旅客の需要動向予測、空港ア

クセス手段の分析等のための基礎資料を作成することを目的とする。

３ 調査対象の範囲

（１）地域的範囲（■全国 □その他）

（２）属性的範囲

（■個人 □世帯 □事業所 □企業・法人・団体 □地方公共団体 □その他）

国際線定期便が就航する国内の全空港（共用空港を含む。）から出国する日本人（ただし、

就学以前の幼児は除く）

４ 報告を求める個人又は法人その他の団体

（１）報告者数

約 12,000 人

（母集団の大きさ:約 820,000 人（平成 30 年度国際航空旅客動態調査の実績））

（２）報告者の選定方法（□全数 ■無作為抽出(□全数階層あり) □有意抽出）

調査実施期間に調査対象空港を利用した日本人出国旅客から、出国手続き後の待合室及

びサテライト等において、委託を受けた民間事業者の調査員が無作為抽出して面接調査を

行う。

なお、年間拡大後の集計結果が統計的に有意となるように、予め空港ごとに目標サンプル

数を定めることとし、これを目処に報告者を選定する。詳細は、別添１「目標サンプル数の

設定について」を参照。

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間

（１）報告を求める事項（詳細は、別添調査事項一覧を参照）

出発便名、座席のクラス、居住地、旅行目的、空港までのアクセスにかかる交通手段・自

宅からの所要時間、空港選択理由、旅行先での経路・旅行日数、旅行形態、航空券の種類・

料金、性別・年齢・職業・年収、PCR 等検査の受診の有無・受診場所 

〔集計しない事項の有無〕 無■ 有□ 
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（２）基準となる期日又は期間

毎年８月及び 11 月に国土交通省が定める日の内容について報告する（ただし令和２年度

は、中止とする。）。 

※調査日は天候不順等により翌月まで順延する可能性がある。

６ 報告を求めるために用いる方法

（１）調査系統

国土交通省－民間事業者－報告者

（２）調査方法

□郵送調査 □オンライン調査（□政府統計共同利用システム □独自のシステム

□電子メール） ■調査員調査 □その他（ ） 

〔調査方法の概要〕 

調査は、国土交通省が業務を委託した民間事業者の調査員が無作為抽出し、他計及び空港

ラウンジにおいては自計により調査を行う。

＜民間事業者に委託する主な業務内容＞

① 調査票等の複製や翻訳、調査員の配置の計画、関係者との調整

② アンケート調査とその結果の打ち込み、有効サンプルの抽出

③ 週間拡大作業

④ 調査結果の年間拡大作業

７ 報告を求める期間

（１）調査の周期

□１回限り □毎月 □四半期 ■１年 □２年 □３年 □５年 □不定期

□その他（ ）（１年を超える場合又は不定期の場合の直近の実施年： 年）

（２）調査の実施期間又は調査票の提出期限

調査は、毎年８月及び 11 月に国土交通省が定める日に行う（ただし令和２年度は、中止

とする。）。調査票は、調査を始める際にその場で示され、終了した際にその場で提出される。 

※調査日は天候不順等により翌月まで順延する可能性がある。

８ 集計事項

別添３「集計事項一覧」のとおり

９ 調査結果の公表の方法及び期日

（１）公表・非公表の別（■全部公表 □一部非公表 □全部非公表）

（２）公表の方法（■e-Stat ■インターネット（e-Stat 以外） □印刷物 □閲覧）

（３）公表の期日
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速報については調査実施翌年の 10 月末までに、確報については調査実施翌々年の３月末

までに公表する。

10 使用する統計基準

□使用する→□日本標準産業分類 □日本標準職業分類 □その他（ ） 

■使用しない

本調査は、国際航空の旅客を対象とした調査であり、調査対象の範囲の画定及び集計結果の

表示に統計基準を用いる余地が小さいことから、いずれの統計基準も使用しない。

11 調査票情報の保存期間及び保存責任者

（１）調査票情報の保存期間

a) 記入済み調査票：１年

b) 調査票の内容を記録した電磁的記録媒体：常用

c) 当該統計調査の業務の一環として調査票情報を転記することにより作成する書類：なし

（２）保存責任者

国土交通省航空局航空ネットワーク部空港計画課長
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調査計画

１ 調査の名称

国際航空旅客動態調査（外国人旅客用）

２ 調査の目的

本調査は、国際航空旅客の個人属性・国内流動・国際流動・アクセス交通機関及び空港選択

理由等を把握し、国際航空旅客の総合的な動態を捉え、国際航空旅客の需要動向予測、空港ア

クセス手段の分析等のための基礎資料を作成することを目的とする。

３ 調査対象の範囲

（１）地域的範囲（■全国 □その他）

（２）属性的範囲

（■個人 □世帯 □事業所 □企業・法人・団体 □地方公共団体 □その他）

国際線定期便が就航する国内の全空港（共用空港を含む。）から出国する外国人（ただし、

就学以前の幼児は除く）

４ 報告を求める個人又は法人その他の団体

（１）報告者数

約 22,000 人

（母集団の大きさ：約 1,060,000 人（平成 30 年度国際航空旅客動態調査の実績））

（２）報告者の選定方法（□全数 ■無作為抽出(□全数階層あり) □有意抽出）

調査実施期間に調査対象空港を利用した外国人出国旅客から、出国手続き後の待合室及

びサテライト等において、委託を受けた民間事業者の調査員が無作為抽出して面接調査を

行う。

なお、年間拡大後の集計結果が統計的に有意となるように、予め空港ごとに目標サンプル

数を定めることとし、これを目処に報告者を選定する。詳細は、別添１「目標サンプル数の

設定について」を参照 

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間 

（１）報告を求める事項（詳細は、別添調査事項一覧を参照）

出発便名、座席のクラス、目的地・経由地、旅行目的、旅行形態、航空券の種類・料金、

空港までのアクセスにかかる交通手段、空港選択理由、旅行日数・訪問国数、入国時の出発

地・入国空港、入国直前の訪問地・経由空港、日本での訪問地・移動交通機関・宿泊日数・

滞在日数、国籍・性別・年齢・職業・年収、日本居住者か否か、PCR 等検査の受診の有無・

受診場所
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〔集計しない事項の有無〕 無■ 有□ 

（２）基準となる期日又は期間

毎年８月及び 11 月に国土交通省が定める日の内容について報告する（ただし令和２年度

は、中止とする。）。

※調査日は天候不順等により翌月まで順延する可能性がある。

６ 報告を求めるために用いる方法

（１）調査系統

国土交通省－民間事業者－報告者

（２）調査方法

□郵送調査 □オンライン調査（□政府統計共同利用システム □独自のシステム

□電子メール） ■調査員調査 □その他（ ） 

〔調査方法の概要〕 

調査は、国土交通省が業務を委託した民間事業者の調査員が無作為抽出し、自計により調

査を行う。

＜民間事業者に委託する主な業務内容＞

① 調査票等の複製や翻訳、調査員の配置の計画、関係者との調整

② アンケート調査とその結果の打ち込み、有効サンプルの抽出

③ 週間拡大作業

④ 調査結果の年間拡大作業

７ 報告を求める期間

（１）調査の周期

□１回限り □毎月 □四半期 ■１年 □２年 □３年 □５年 □不定期

□その他（ ）（１年を超える場合又は不定期の場合の直近の実施年： 年）

（２）調査の実施期間又は調査票の提出期限

調査は、毎年８月及び 11 月に国土交通省が定める日に行う（ただし令和２年度は、中止

とする。）。調査票は、調査を始める際にその場で示され、終了した際にその場で提出される。 

※調査日は天候不順等により翌月まで順延する可能性がある。

８ 集計事項

別添３「集計事項一覧」のとおり

９ 調査結果の公表の方法及び期日

（１）公表・非公表の別（■全部公表 □一部非公表 □全部非公表）

（２）公表の方法（■e-Stat ■インターネット（e-Stat 以外） □印刷物 □閲覧）
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（３）公表の期日

速報については調査実施翌年の 10 月末までに、確報については調査実施翌々年の３月末

までに公表する。

10 使用する統計基準

□使用する→□日本標準産業分類 □日本標準職業分類 □その他（ ） 

■使用しない

本調査は、国際航空の旅客を対象とした調査であり、調査対象の範囲の画定及び集計結果の

表示に、統計基準を用いる余地が小さいことから、いずれの統計基準も使用しない。

11 調査票情報の保存期間及び保存責任者

（１）調査票情報の保存期間

a) 記入済み調査票：１年

b) 調査票の内容を記録した電磁的記録媒体：常用

c) 当該統計調査の業務の一環として調査票情報を転記することにより作成する書類：なし

（２）保存責任者

国土交通省航空局航空ネットワーク部空港計画課長
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調査計画

１ 調査の名称

国際航空旅客動態調査（通過・乗換旅客用）

２ 調査の目的

本調査は、国際航空旅客の個人属性・国内流動・国際流動・アクセス交通機関及び空港選択

理由等を把握し、国際航空旅客の総合的な動態を捉え、国際航空旅客の需要動向予測、空港ア

クセス手段の分析等のための基礎資料を作成することを目的とする。

３ 調査対象の範囲

（１）地域的範囲（■全国 □その他）

（２）属性的範囲

（■個人 □世帯 □事業所 □企業・法人・団体 □地方公共団体 □その他）

成田国際空港・関西国際空港・東京国際空港を経由する通過・乗換旅客（ただし、就学以

前の幼児は除く）

４ 報告を求める個人又は法人その他の団体

（１）報告者数

約 2,000 人（母集団の大きさ：約 75,000 人（平成 30 年度国際旅客動態調査の実績））

（２）報告者の選定方法（□全数 ■無作為抽出(□全数階層あり) □有意抽出）

調査実施期間に調査対象空港を利用したトランジット旅客から、出国手続き後の待合室

及びサテライト等において、委託を受けた民間事業者の調査員が無作為抽出して面接調査

を行う。

なお、年間拡大後の集計結果が統計的に有意となるように、予め空港ごとに目標サンプル

数を定めることとし、これを目処に報告者を選定する。詳細は、別添１「目標サンプル数の

設定について」を参照

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間

（１）報告を求める事項（詳細は、別添調査事項一覧を参照）

旅行目的、旅行形態、乗り継ぎ経路（直前の国・都市・空港・便名、直後の国・都市・空

港・便名）、到着・出発便名、乗り継ぎ理由・乗り継ぎ空港選択理由、乗り継ぎ時間、往復

での当該空港の利用状況、国籍・性別・年齢・職業、PCR 等検査の受診の有無・受診場所 

〔集計しない事項の有無〕 無■ 有□ 
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（２）基準となる期日又は期間

毎年８月及び 11 月に国土交通省が定める日の内容について報告する（ただし令和２年度

は、中止とする.）。 

※調査日は天候不順等により翌月まで順延する可能性がある。

６ 報告を求めるために用いる方法

（１）調査系統

国土交通省－民間事業者－報告者

（２）調査方法

□郵送調査 □オンライン調査（□政府統計共同利用システム □独自のシステム

□電子メール） ■調査員調査 □その他（ ） 

〔調査方法の概要〕 

調査は、国土交通省が業務を委託した民間事業者の調査員が無作為抽出し、日本人旅客に

ついては他計により、外国人旅客については自計により、それぞれ調査を行う。

＜民間事業者に委託する主な業務内容＞

① 調査票等の複製や翻訳、調査員の配置の計画、関係者との調整

② アンケート調査とその結果の打ち込み、有効サンプルの抽出

③ 週間拡大作業

④ 調査結果の年間拡大作業

７ 報告を求める期間

（１）調査の周期

□１回限り □毎月 □四半期 ■１年 □２年 □３年 □５年 □不定期

□その他（ ）（１年を超える場合又は不定期の場合の直近の実施年： 年）

（２）調査の実施期間又は調査票の提出期限

調査は、毎年８月及び 11 月に国土交通省が定める日に行う（ただし令和２年度は、中止

とする.）。調査票は、調査を始める際にその場で示され、終了した際にその場で提出される。 

※調査日は天候不順等により翌月まで順延する可能性がある。

８ 集計事項

別添３「集計事項一覧」のとおり

９ 調査結果の公表の方法及び期日

（１）公表・非公表の別（■全部公表 □一部非公表 □全部非公表）

（２）公表の方法（■e-Stat ■インターネット（e-Stat 以外） □印刷物 □閲覧）

（３）公表の期日
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速報については調査実施翌年の 10 月末までに、確報については調査実施翌々年の３月末

までに公表する。

10 使用する統計基準

□使用する→□日本標準産業分類 □日本標準職業分類 □その他（ ） 

■使用しない

本調査は、国際航空の旅客を対象とした調査であり、調査対象の範囲の画定及び集計結果の

表示に、統計基準を用いる余地が小さいことから、いずれの統計基準も使用しない。

11 調査票情報の保存期間及び保存責任者

（１）調査票情報の保存期間

a) 記入済み調査票：１年

b) 調査票の内容を記録した電磁的記録媒体：常用

c) 当該統計調査の業務の一環として調査票情報を転記することにより作成する書類：なし

（２）保存責任者

国土交通省航空局航空ネットワーク部空港計画課長
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別 添 １

目 標サ ンプル 数の設 定に ついて

出国旅客アンケートの抽出率 

アンケート調査は前回同様、一年間のうち 8月（ピーク時）と 11月（オフ

ピーク時）の 1週間ずつの計 2週間を対象とする。この 2週間の平均が年間の

流動を表していると仮定しているため、年間値としての精度を確保するため

には、各週の調査精度を確保することが必要である（※）。

そこで、サンプル抽出率を、週間の母数と相対誤差・信頼区間・カテゴリ

ー数の関係から下式により空港別に設定する。

（※）ただし令和２年度は、中止とする。

ＲＳＤ：相対誤差 

Ｋ ：信頼区間の定数 

（信頼度 95％のとき 1.96・信頼度 90％のとき 1.64）

ＺＫ ：カテゴリ－数 

ｒ ：抽出率 

Ｎ ：母集団総数  

 ここで、上式の信頼度・相対誤差ＲＳＤ・カテゴリー数ＺＫを空港ごとに

下の表１のように設定する。 

表１ 抽出率算定指標 

空 港 信頼度 相対誤差ＲＳＤ カテゴリー数ＺＫ

成田・羽田 95％  0.20  目的２×国籍２×発地４×行先２＝ 32 

関西・中部 95％  0.20  目的２×国籍２×発地３×行先２＝ 24 

福 岡  90％  0.20  目的２×国籍２×発地３×行先１＝ 12 

そ の 他 90％  0.20  目的１×国籍２×発地３×行先１＝６ 

N
1

r
r1)1ZK(KRSD
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抽出率算定式から必要サンプル数を試算する作業は、請負業者により行われ

る。  

参考までに平成 30年度調査においては、表２のように目標サンプル数を得

ている。なお、地方空港のように週当たり便数の少ない空港で前記算定式を

用いて抽出率ｒを算定すると、 1便当たりの旅客に対する抽出率が 60％近く

になってしまう。しかし、もともと旅客の特性に偏りのある特定の 1便に対

してだけ抽出率を高く設定しても統計的に意味がない。そこで 1便当たりの

サンプル数の最高限度を定めて、それ以上のサンプルは採取しないこととす

る。

1便当たりのサンプル数の最高限度は、投入する調査員の数等から決まる

調査の効率等を勘案して 30サンプルとする。抽出率算定式を用いて算定され

るサンプル数Ｆと 1便当たりのサンプル数の最高限度より算定されるサンプ

ル数Ｈとを比較して、小さい方の数を採用し、さらに日本人・外国人比率を

考慮して最終サンプル数Ｋ及びＬを設定する。ただし、ここで設定した目標

サンプル数が便数×30で決まっている場合はそのサンプル数を最低値とし、

算定式より求められるサンプル数を目標とする。

表２ 空港別目標サンプル数の算定（１週間当たり）（平成30年度調査時）
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トランジット旅客アンケートの抽出率

出国旅客と同様の方法で抽出率を設定する。

トランジット旅客についても、抽出率算定式から必要サンプル数を試算す

る作業は、請負業者により行われる。

信頼度・相対誤差ＲＳＤは出国旅客と同様に 95％・ 0 .20を用いる（表３）。

カテゴリー数については、成田空港では目的 2×国籍 2×行先 2＝ 8、関西空港

及び東京国際空港では目的 2×国籍 1×行先 2＝ 4とする。この結果、目標サン

プル数は表４のように得られている。

表３ トランジット旅客アンケート抽出率設定指標

空 港 信頼度  相対誤差ＲＳＤ カテゴリー数ＺＫ

成 田 95％ 0.20 目的２×国籍２×行先２＝８

関 西 ・ 羽 田 95％ 0.20 目的２×国籍１×行先２＝４

表４ トランジット旅客アンケート目標サンプル数の算定

(１週間当たり)（平成30年度調査）

＜ピーク時＞
注１ 注２

平成28年 平均 Ｋ ＺＫ 抽出率 目標

ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ (信頼度) (ｶﾃｺﾞﾘｰ) （％） ｻﾝﾌﾟﾙ数

 旅客数(片側) 旅客数 (人／週)

（人／年） (人／週)

成田 2,429,158 46,587 1.96 8 1.4 660

関西 106,149 2,036 1.96 4 12.4 250

羽田 132,011 2,532 1.96 4 10.2 260

合計 2,667,318 51,154 　－ 　－ 2.6 1,170

注１：空港管理調書より

　（ピーク時調査時点では前年度の空港管理調書が掲載されていないため

　前々年度の旅客数で目標設定を行っている）

注２：10サンプル未満四捨五入

空港
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Ⅰ 速報値（週間拡大値）集計事項一覧 別添３

結果表番号

集計事項等

第

１

表

第

２

表

第

３

表

第

４

表

第

５

表

第

６

表

第

７

表

第

８

表

第

９

表

第

10
表

第

11
表

(※) 

第

12
表

第

13
表

第

14
表

第

15
表

第

16
表

第

17
表

第

18
表

第

19
表

第

20
表

第

21
表

第

22
表

第

23
表

第

24
表

第

25
表

第

26
表

第

27
表

分類

事項

出国空港 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

居住地 ○ ○

性別 ○

年齢 ○

職業 ○

旅行目的 ○

業務目的旅客の出張頻度 ○

旅行形態 ○

アクセス交通手段 ○

代表アクセス交通手段 ○

最終アクセス交通手段 ○

国内線アクセス状況 ○

自宅・自宅外出発 ○

アクセス所要時間 ○

空港選択理由 ○

最初の訪問国 ○

最終目的国 ○

帰国時出発国 ○

出国後の経由地と経由の有無 ○

帰国時の経由地と経由の有無 ○

出入国空港の相違 ○

入国空港 ○

旅行日数 ○

年収 ○

座席クラス ○

航空券の種類 ○

航空運賃 ○

マイレージ利用の有無 ○

集計
事項

旅客数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（※）第 11 表の出国空港は、成田・関西・中部空港に限る。 
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Ⅰ 速報値（週間拡大値）集計事項一覧

結果表番号

集計事項等

第

28
表

第

29
表

分類

事項

出国空港 ○ ○

PCR 等検査の実施の有無 ○

PCR 等検査の実施場所 ○

集計
事項

旅客数 ○ ○
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Ⅱ 確報値（年間拡大値）集計事項一覧

結果表番号

集計事項等

主な集計結果

(※) 出国日本人集計結果

第

１

表

第

２

表

第

３

表

第

６

表

第

１

表

第

２

表

第

３

表

第

４

表

第

５

表

第

６

表

第

７

表

第

８

表

第

９

表

第

10
表

第

11
表

第

12
表

第

13
表

第

14
表

第

15
表

第

16
表

第

17
表

第

18
表

第

19
表

第

20
表

第

21
表

第

22
表

分類

事項

出国空港 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

渡航先（最初の訪問地） ○ ○

出発地（居住地） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経由地 ○ ○

性別 ○

年齢 ○

職業 ○

旅行目的 ○

旅行形態 ○

旅行日数 ○

年収 ○

座席クラス ○

航空券の種類 ○

航空運賃 ○

出国先 ○ ○ ○ ○ ○ ○

マイレージ利用の有無 ○

海外回遊パターン ○

入国空港 ○

アクセス交通手段 ○

最終アクセス交通手段 ○

代表アクセス交通手段 ○

空港選択理由 ○

帰国時利用空港 ○

帰国時出発地 ○

集計
事項

旅客数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国内線利用率 ○

アクセス所要時間 ○

前日宿泊率 ○

（※）主な集計結果の第４表及び第５表は、外国人旅客及び通過・乗換旅客の調査票を集計した結果のため、本表からは除外した。
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Ⅱ 確報値（年間拡大値）集計事項一覧

結果表番号

集計事項等

出国日本人

集計結果

第

23
表

第

24 
表

分類

事項

出国空港 ○ ○

PCR 等検査の実施の有無 ○

PCR 等検査の実施場所 ○

集計
事項

旅客数 ○ ○

国内線利用率

アクセス所要時間

前日宿泊率
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Ⅰ 速報値（週間拡大値）集計事項一覧 別添３

結果表番号

集計事項等

第

1
表

第

2
表

第

3
表

第

4
表

第

5
表

第

6
表

第

7
表

第

8
表

第

9
表

第

10
表

第

11
表

第

12
表

第

13
表

第

14
表

第

15
表

第

16
表

第

17
表

第

18
表

第

19
表

第

20
表

第

21
表

第

22
表

第

23
表

第

24
表

第

25
表

第 

26
表

第

27
表

第

29
表

第

30
表

第

31
表

第

32
表

第

33
表

第

34
表

分類
事項

出国空港 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
国籍 ○ 
性別 ○ 
年齢 ○ 
職業 ○ 
旅行目的 ○ 
旅行形態 ○ 
個人旅行のグループ人数 ○ 
国内訪問地 ○ ○ 
国内最終訪問地 ○ 
宿泊日数 ○ 
滞在日数 ○ 
出入国空港の相違 ○ 
入国空港 ○ 
最初の出発国 ○ 
最終目的国 ○ 
入国前・出国後の立ち寄りの有無 ○ 
入国前の経由地と経由の有無 ○ 
出国後の経由地と経由の有無 ○ 
入国直前の訪問地 ○ 
出国直後の訪問地 ○ 
アクセス交通手段 ○ 
代表アクセス交通手段 ○ 
最終アクセス交通手段 ○ 
旅行日数 ○ 
訪問国数 ○ 
居住地 ○ 
日本居住者の居住地 ○ 
空港選択理由 ○ 
年収 ○ 
座席クラス ○ 
航空券の種類 ○ 
航空運賃 ○ 
マイレージ利の有無 ○ 

集計 
事項 旅客数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（※）第 28 表は、第 27 表の集計結果を構成比で表示したものであるため、本表からは除外した。 
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Ⅰ 速報値（週間拡大値）集計事項一覧

結果表番号

集計事項等

第

35
表

第

36
表

分類

事項

出国空港 ○ ○ 
PCR 等検査の実施の有無 ○ 
PCR 等検査の実施場所 ○ 

集計 
事項 旅客数 ○ ○
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Ⅱ 確報値（年間拡大値）集計事項一覧

結果表番号

集計事項等

主な集計結果 出国外国人集計結果

第

１

表

第

２

表

第

３

表

第

４

表

第

５

表

第

６

表

第

１

表

第

２

表

第

３

表

第

４

表

第

５

表

第

６

表

第

７

表

第

８

表

第

９

表

第

10
表

第

11
表

第

12
表

第

13
表

第

14
表

第

15
表

第

16
表

第

17
表

第

18
表

第

19
表

第

20
表

第

21
表

第

22
表

分類
事項

出国空港 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

渡航先 ○ ○

出発地 ○

国籍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

訪問地 ○

経由地 ○ ○

性別 ○

年齢 ○

職業 ○

旅行目的 ○

旅行形態 ○

個人旅行者のグループ人数 ○

滞在日数 ○

旅行日数 ○

訪問国数 ○

年収 ○

座席クラス ○

航空券の種類 ○

航空運賃 ○

出国先 ○ ○

マイレージ利用の有無 ○

入国直前地 ○ ○

出国直後地 ○ ○

入国空港 ○ ○ ○

国内訪問地 ○ ○

国内最終訪問地 ○

宿泊日数 ○

アクセス交通手段 ○

最終アクセス交通手段 ○

代表アクセス交通手段 ○

空港選択理由 ○

集計 
事項

旅客数 ○ ○ ○
○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○

（※）経由地について、第６表は５区分、第 22 表は 20 区分で集計している。 
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Ⅱ 確報値（年間拡大値）集計事項一覧

結果表番号

集計事項等

出国外国人

集計結果

第

23 
表

第

24 
表

分類
事項

出国空港 ○ ○ 
PCR 等検査の実施の有無 ○ 
PCR 等検査の実施場所 ○ 

集計 
事項

旅客数 ○ ○
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Ⅰ 速報値（週間拡大値）集計事項一覧 別添３

結果表番号

集計事項等

第

１

表

第

２

表

第

３

表

第

４

表

第

５

表

第

６

表

第

７

表

第

８

表

第

９

表

第

10
表

第

11
表

第

12
表

第

13
表

第

14
表

第

15
表

第

16
表

第

17
表

分類

事項

空港 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国籍 ○

性別 ○

年齢 ○

職業 ○

旅行目的 ○

旅行形態 ○

立寄り直前国 ○ ○ ○

立寄り直後国 ○ ○ ○

経由（トランジット）の有無 ○ ○

トランジット理由 ○

空港選択理由 ○

空港の往復利用・片道利用 ○

乗継時間 ○

PCR 等検査の実施の有無 ○

PCR 等検査の実施場所 ○

集計 
事項

旅客数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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Ⅱ 確報値（年間拡大値）集計事項一覧

結果表番号

集計事項等

主な集計結果

(※) トランジット集計結果

第

１

表

第

２

表

第

４

表

第

１

表

第

２

表

第

３

表

第

４

表

第

５

表

第

６

表

第

７

表

第

８

表

第

９

表

第

10
表

第

11
表

第

12
表

第

13
表

第

14
表

第

15
表

分類

事項

空港 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

渡航先 ○

国籍 ○ ○

性別 ○

年齢 ○

職業 ○

旅行目的 ○

旅行形態 ○

通過・乗換 ○

乗換時間 ○

トランジット理由 ○

往復利用・片道利用 ○

直前地 ○ ○

直後地 ○ ○

PCR 等検査の実施の有無 ○

PCR 等検査の実施場所 ○

集計 
事項

旅客数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（※）主な集計結果の第３表、第５表及び第６表は、日本人及び外国人旅客の調査票を集計した結果のため、本表からは除外した。
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（別添 調査事項一覧） 

国際航空旅客動態調査 調査事項一覧 

調査事項 
（日本人） 
・出国空港
・出発便名
・座席のクラス
・居住地
・旅行目的
・空港までのアクセスにかかる交通手段
・自宅から空港までの所要時間
・空港選択理由
・出国後の訪問地、経由空港
・帰国時の入国空港
・旅行日数
・旅行形態
・航空券の種類
・航空券、ツアー、団体旅行の料金
・個人属性（性別、年齢、職業、年収）
・PCR等検査の受診の有無、受診場所

（外国人）
・出国空港
・出発便名
・座席のクラス
・目的地、経由地、最終目的地
・旅行目的
・空港までのアクセスにかかる交通手段
・空港選択理由
・旅行形態
・航空券の種類
・ツアー、航空券の料金
・旅行日数、訪問国数
・入国時の出発地、入国空港
・入国直前の訪問地、経由空港
・日本での訪問地、移動交通機関、宿泊日数、滞在日数
・個人属性（国籍、性別、年齢、職業、年収、日本居住者か否か）
・PCR等検査の受診の有無、受診場所

（通過・乗換）
・旅行目的
・旅行形態
・乗り継ぎ経路（直前の国、都市、空港、便名）
・乗り継ぎ経路（直後の国、都市、空港、便名）
・到着、出発便名
・乗り継ぎ理由、乗り継ぎ空港選択理由
・乗り継ぎ時間
・往復での当該空港の利用状況
・個人属性（国籍、性別、年齢、職業）
・PCR等検査の受診の有無、受診場所

23


	a国際航空旅客動態 軽微変更
	①国際航空旅客動態 軽微変更
	②210319_03_【国際航空旅客動態】別添１（目標サンプル数の設定について）
	③ 210319_05_【国際航空旅客動態】別添３（集計事項一覧）

	②（国際旅客）調査事項一覧
	国際航空旅客動態調査　調査事項一覧




